
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（泊３号炉）

（４８２） 

２．日 時：令和５年４月３日 １３時２５分～１３時３０分 

３．場 所：原子力規制庁 ８階Ａ会議室（一部ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者：（※ ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

天野安全管理調査官、宮本上席安全審査官、片桐主任安全審査官、 

藤原主任安全審査官、秋本安全審査官、小野安全審査官、 

上田審査チーム員 

 

北海道電力株式会社：  

原子力事業統括部 部長（安全設計担当）、他４名 

原子力事業統括部 部長（審査・運営管理担当）※、他７名※ 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

 

なお、本面談については、事業者から対面での面談開催の希望があったため、

「緊急事態宣言解除を踏まえた原子力規制委員会の対応について」（令和４年

３月９日 第７０回原子力規制委員会配付資料）に基づき、一部対面で実施し

た。 

 

６．その他 

提出資料： 

（１）泊発電所３号炉 残されている審査上の論点とその作業方針および作業

スケジュールについて 

（２）泊発電所３号炉 DB/SA/BF 審査資料の説明状況 

 

以上 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:01 はい。原子炉規制庁宮本です。それでは泊 3号機の残されている審査上

の論点とその作業方針及び作業スケジュールについてのヒアリングを開

始したいと思うので、資料の説明の方よろしくお願いします。 

0:00:13 北海道電力の金岡です。 

0:00:16 それでは前回の審査会合以降今後変更する内容について説明させていた

だきます。 

0:00:23 30 ページ、新たなところと主だったところといたしましては 34ページ

をご覧ください。 

0:00:32 34 ページこちらからプラント側のスケジュールとなってございます。今

回ＩＡと通しナンバー21 番ですけれども耐震設計方針に関わる、 

0:00:44 項目、その中でも、江藤液状化地盤の液状化に関わる方針につきまして

審査会合時期を 

0:00:54 8 月から 6月に前倒して、事前にですね説明できる項目早目に説明させ

ていただきたいと考えてございます。 

0:01:03 あと既工認の手法の整理、こちらにつきましても、お盆の時期を避けた

ような審査会合時期ということで見直してございます。 

0:01:12 続きまして 35 ページをご覧ください。 

0:01:19 こちらですけれども、 

0:01:23 アクセスルートですね、アクセスルートの審査会合時期、こチラーが、

先ほどの耐震設計方針の駅地盤の液状化に関わる、 

0:01:34 項目の審査会合時期と、合わせるのが 

0:01:38 その効率化に繋がるということで同じような時期にスライドするという

見直しを行ってございます。 

0:01:46 主な変更点といたしましては以上となります。 

0:01:52 はい、ありがとうございました。それでは質問の方あればお願いしま

す。 

0:02:01 私の方から 1点だけ 

0:02:05 一番、 

0:02:06 手前でって言い方がよくないかもしれないですけど、 

0:02:12 1 枚目 32 ページだけで見ると、4月の 

0:02:16 最終週 2、緑のＣｒｉｔｉｃａｌが折れると。 

0:02:21 Ｃｒｉｔｉｃａｌと一応、 

0:02:23 基準地震動に関するクリティカルパスと、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:02:27 赤いＣｒｉｔｉｃａｌがもともとあった津波に対するＣｒｉｔｉｃａｌ

っていう形になっていると思うんですけど。 

0:02:34 この時期は別にいいんですけどこの判断っていうのは、 

0:02:37 今日は 3月の 

0:02:40 23 なんですけど、 

0:02:43 この 4月 24 日のめどというのが今ついてるってことでいいですかねま

だつかない。 

0:02:49 はい。北海道電力の金岡です。はい新藤につきましては、 

0:02:56 資料提出が 3月の 20 日の週に予定されておりますけれども、こちら計

画通り行っておりますので 4月 24 日の審査会合時期こちらはもう、 

0:03:06 計画通り実施できるというふうに考えてございます。以上です。 

0:03:11 はい、わかりました。ちょっと私が言いたかったのはその曲がるとこ

ろ、Ｃｒｉｔｉｃａｌおり降りるところが、判断が遅いか早いかってい

うのが今まで、 

0:03:22 泊の問題点というか、判断が遅いですねって話があったと思うので、こ

のまま下ろせる黒瀬内科の判断を早めに、しっかり資料によろしくお願

いしますいいですか。 

0:03:34 はい。北海道電力石川でございます。Ｃｒｉｔｉｃａｌが変わるような

ことがあればですね、判断を早くできるようにいたしたいというふうに

考えます。 

0:03:45 はい。私の方は以上です。他ないですかね。 

0:03:48 はい。なければこれでヒアリングの方は、申し訳ございません。どう

ぞ。もう 1種類、審査の説明状況という資料がございます。こちらにつ

きましては、赤字でですね識別しているところこちらが前回からの変更

点になりますけれども、基本的に 

0:04:06 と、 

0:04:07 情報更新すると、資料提出時期ですとか審査会合時期がこうなりますと

いう情報を更新したようなものになりますので、 

0:04:16 特に内容を変えるものはございません。この資料についての説明は以上

となります。 

0:04:22 はい、ありがとうございました。ここまでのところで、質問等ありませ

んか。 

0:04:28 なければこれでヒアリングの方を終了したいと思いますありがとうまし

た。 

 


